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１．はじめに

「劇場は時代を映す鏡」

～ステラ・アドラー～

僕の演劇観を象徴する言葉です。

さて、協力隊として三年目を迎えてもなおコロナ禍終息の目処は立たず、

文化芸術に携わる身としては不要不急と一蹴されることは減りつつも前途多難。

でも決して立ち止まらず、与えられた現状を冷静に受け止め、大局観に立ち、

不要不急ならぬ不撓不屈の精神で活動を継続して参りました。
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２．サーラ・デ・うすき「リーフデカフェ」ローンチ

文化芸術を通じた地域おこしと並行して、中央市街地の活性化にも取り組みました。しかし、コロナ禍の影響はもちろん文化芸術だけではありません。

むしろ飲食業へのダメージははるかに大きいと言えます。そのような環境下、敢えての「飲食」です。

「リーフデカフェ」2021年7月グランドオープン！
グランドオープンは当初春に予定していたのですがやはり例にもれず、3ヵ月以上遅れて7月にようやくグランドオープン！

オーナーは、僕が臼杵に移住することになった直接のご縁である亡き師匠、塩屋俊監督の大学時代の先輩である小山卓也さん。

もともとは海鮮レストランだった佇まいを、フルリノベーションしてこんなのオシャレな空間に。

そして備え付けられていた大きな水槽は、なんということでしょう、、、

ステージ！！
ここにも芸術のDNAを注入させていただきました。

いつの日か、たくさんの人たちがここに集い、美味しい食事と、そして音楽や演劇などを楽しめる、そんな日を心待ちにして、

こちらも不撓不屈の精神で元気に営業中！お近くにお立ち寄りの際はぜひリーフデカフェでアーバン＆ロハスなひとときをお過ごしください。
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そして早速リーフデカフェのステージを活用してみました。

ご時世的に、ささやかに、ひっそりと、リモートで・・・

マイズナーテクニックの日本での第一人者と（手前味噌ですが）ステラ・アドラー・ジャパンの代表が臼杵でトークセッションをするという企画自体、

とんでもなくレアな出来事だったように思います。今後もリーフデカフェにいろいろなゲストを招いて情報発信をしていきたいと思います。
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不撓不屈のチャレンジは続きます。リーフデカフェのオープンからほどなくして、2021年10月、中臼杵にある木ヶ畑にDIVINE GARDENをプレオープン。
歴史ある古民家、そして隣接する800坪のスペースを、以下のコンセプトに基づいて活用していきます。

３．「DIVINE GARDEN」ローンチ

臼杵の風が教えてくれる

土も水も呼吸してる

今度は蝶々が遊びに来てそっと耳打ちしてくれる

花の香りを嗅いで見てごらん

それから私は深呼吸して

まとわりついている時間をそっと手放してみる

するとようやく思い出す

この世界は生きている

そして私も生きている

私に還る場所



辺り一面に草木がうっそうと生い茂った800坪の敷地を、手作業でここまでスッキリ。

春には牡丹桜が咲き乱れ、龍王様が見守る楽園、DIVINE GARDEN。

これからもじっくり時間をかけて臼杵の魅力を体感できるスポットへと変身させて参ります。
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街を仕掛け、土に触れている間にコロナも去っていることを願っていましたが、不撓不屈の日々は続きます。

23年続いた「うすき竹宵」が遂に規模大幅縮小に追い込まれた2020年、臼杵市全体に漂っていた寂しい空気を何とかして明るくしたいと願い、

ひとつの脚本を仕上げ、無観客公演を実施、うすきチャンネルで臼杵市内外の方々に観ていただきました。

そして完全復活とはならなかった2021年うすき竹宵、臼杵ケーブルテレビさんをはじめ力強い支援者の方々の協力を得て、

同作の再演を果たすことができました。来年はきっと今までのどの年よりも多くの竹ぼんぼりと、たくさんの来場者に囲まれて開催できることを願いつつ、

「みんなあの苦しい時期を乗り越えたね」と笑い合えるためにもこの公演は毎年続けていきたいと思います。

４．「TAKEYOI ANOTHER STORY」決行、そして継続
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2021年の不撓不屈チャレンジ締めくくりは、前年度にコロナ禍のため中止となっていた、

三浦按針没後400年・日蘭交流420周年記念舞台公演「ANJIN A NAVIGATOR OF LOVE」の実現です。

前年度の中止、そして東京での挑戦、ショートフィルムの製作を経て、旗揚公演を5月に実現すべく準備を進めていたのですが、

再びコロナの急襲を受け断念・・・

５．劇団ムジカ旗揚（三度目の正直）
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そして遂に三度目の正直。悶々と葛藤することおよそ1年と半年、蔓延防止の隙間を縫って満を持しての旗揚公演が実現しました。
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東京公演で主演を務めた文学座奥田一平に代わり、我らが協力隊、林佑太郎を主演に迎えての3日間、延べ6公演を行った結果……

各公演終演後に久家の大蔵を後にするお客様の表情を見て、不撓不屈のチャレンジがまたひとつ実を結んだと実感することができました。
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６．総括と今後に向けての展望

以上の他にも、篠笛奏者狩野泰一さんの久家の大蔵ライヴプロデュース、臼杵サテライトでの俳優育成等、

思い返してみると悪戦苦闘しながらもこの異常事態でしか味わうことのできない学びに満ちた日々だったように思います。

ただ、コロナ禍を経て今もなおその影響があらゆる側面で拡大していくことが想定されている中、僕の中に耐えずまとわりついている

大きな不安要素が消えることはありません。それは、長引くコロナ禍によって（特に青少年の）感受性と想像力が日に日に失われているという現実。

今地球上で起きている終末すら予感させる戦争をはじめ、人が人の命や尊厳を無慈悲に奪うような行動の多くは、

想像力の欠如が大きな原因のひとつと考えられています。また感受性が鈍化していくに従って、人の心は徐々に無機質になり、

やがて生きることに希望や喜びを持てなくなり、自死や引きこもりといった選択肢へと繋がっていく・・・

僕は、これから先の社会において人々が失われた感受性と想像力を再び取り戻せるか否かは演劇をはじめとした芸術にかかっているはずである

と強く信じています。かつて中世の時代にペストが大勢の人々の命を奪った後、ルネッサンス（文芸復興）が始まったように。

長かったパンデミックの先の世界で、僕は残りの生涯のすべてを使い、ここ臼杵の地から失われた感受性と想像力を取り戻す取り組みを続けていきます。

締めくくりに、三浦按針の生き様について東京臼杵人だよりに寄稿させていただいた内容をお届けして年度報告とさせていただきます。


